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駐車場(100台)あり車場
今

先着順(駐車料金500円)です。

塒参下さい。
唾都市学画大学ホー
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広島バス[21-2号線(紙屋町､ベイシティ宇品)経由]広島港行｢宇品西3丁目｣バス停下車

園恩画趣鰐【宇晶西3国･･秀…徒歩約3分

広島電鉄[宇品線比治山下経由]｢宇品4丁目j電停下車

鯛 曲･…井…・
約25分 徒歩約8分

スーパージェット･フェリー｢広島港･宇品jから徒歩で

厨……･………………秀………………………
徒歩約15分
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実践講座

学童保育の生活と遊び油＝

助言者o代田盛一郎(大阪健康福祉短期大学）

学童保育の生活の中心となる｢あそび｣の意義や大切さ、指導や働きかけ

の視点を実践をもとに学びあいます6
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基 礎講座

1学童保育の役割と指導員の仕事
講師o葉杖健太郎(兵庫県指導員）

働く保護者の切実な要求からうまれた学童保育｡その役割を確認すると

ともに､子どもに毎日の継続した生活を保障する学童保育指導員の仕事

についての基本を学びます6

学童保育の生活と集団づくり
助言者o久田俊彦(大阪青山大学）

学童保育の生活で一人ひとりの子どもが安心して一緒に生活する仲間づ

くりと、指導員の関わりについて実践をもとに学びあいます6

z子ども理解とはたらきかけ
講師○角野いずみ(岡山県指導員）

学童保育で生活する子どもの特性をふまえながら、学童期の子どもの発

達に対する理解を深め、子どもを捉える視点を学びます6

保護者に生活を伝え考えあう
助言者o青山新吾(ノートルダム清心女子大学）

子どもたちの育ちや生活の様子を保護者と伝えあう時に､何を大切にし、

共有していくかを実践から学びあいます6

保育実践に生かす記録(実践に学び､実践をつくる）
助言者o高橋誠(全国学童保育連絡協議会）

学童保育の役割を十分に果たすためには､一人ひとりが､日々の実践記

録をもとに振り返り、確かめていくことが重要で魂実践の共有と検討、

次の実践への生かし方を考えますも

グ

10高学年を含む学童保育の生活
助言者○福田敦志(大阪教育大学）
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きかけを心がけるのがよいか?また､低学年の子どもたちとの関係づくり

をどのようにおこなっていくのか実践をもとに学びあいます6
’

理論講座

3識茎驚雪ぶ
「発達｣の概念と子どもの発達の道筋を丁寧に学び､学童期の子どもたち

の豊かな発達を保障するために大切にしたいことを考えます6

4琴誌藤溺篝雲壹必要とする

みんなであそぼう！11
綴＆ぜ識師●兵庫県学菫保育指導員会

みんなでおもいっきりあそべる

のは学童保育の醍醐味｡もっ

と楽しくあそべるためのコツを

習得しましよう。（動きやすい
服装･靴で参加ください｡）
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講師○森川芳彦(川崎ﾘﾊビﾘﾃー ｼｮﾝ学院作業療法士）

作業療法士の視点から、「困っている子どもたち｣の生活を豊かにして

いくことを学びましょう。
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第咽回姜皇室謹育指導員学校西日本[広島]会場
／(フリガナ）；指導員
申込者氏名 ；・保護者(OB含む）

お立場；､その他

；（

受講票送り先(送付先が職場の場合､必ず学童保育名をご記入ください）学童保育所名・所在地

職場･自宅（〒 ）学童保育所名
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5篶鴛鷲雰達と性を学ぶ意味を考える
今､高学年まで受け入れがすすむ学童保育｡学童の現場で､暴力と性的

行動に関する対応のあり方を考えま魂

都道府県・市区町村

電話番号i撰篭琴駕fに雫する場合があり震"で屋悶運縮の願れる運絡先蓬ご記入下さ｡）

内
篶誉:なしあり（）食

●

アレルギーなど、ご連絡ください

希望講座；第1（）第2（）
必ず第2希望までお書きください

保育希望；なし ．あり（歳)（）人●特記事項

"代
、

h雨

0

~刃送金日（／）・送金額(￥ 振込名義
、

ご記入いただいた個人情報は､本指導員学校運営に関する業務､および､各種研修会等の受誰案内に関する業務に必要な範囲で、

全国学童保育連絡協瓢会の管理責任のもと､本指導員学校を主催する各連絡協議会と共同利用いたしま謀本人の許可なく第三

者への提供は行いません｡(詳しくは全国学童保育連絡協議会ホームページをごらんください）
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■事務局より

2018年6月3日(B)9:30am受付開始

広島都市学園大学宇品ｷｬﾝパｽ(広島県広島市南区）

2，500円弁当代800円(お茶付･希望者のみ事前予約）

●とき

●ところ

●資料代

申し込み・問い合わせ先

広島県学童保育連絡協議会

〒730-0042広島市中区国泰寺町二丁目5－27大川ビル3F

qTEL]082-247-4335

qFAx]082-247-4356

1郵便振込DO1340-3-24755

記号15130番号16155121

【口座名義D広島市学童保育連絡協議会

【Eﾒーﾙ】hirogaku@siren.ocn.ne.jp

9:3010:0012:0013:00 16:00

●内容鰹 ’受付｜全体会｜昼食｜講座(''教室)】
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全体会

●基調報告●

全国学童保育連絡協議会

●全体講義●
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閑と虐待を片もの貧。､き………；
童カムﾞでるの、関わるこが；一、

申し込み方法受講料･弁当代(希望者のみ)を銀行または､郵便振込

で入金し、その振込票のコピーと必要事項を記入した参加者申込害

を､郵送またはFAX･メール添付してください(出来るだけ地域やクラ

ブでまとめてください)。

申込締め切り5月18日（金）

お弁当800円(お茶付)希望者のみ受講申込時に申込下さい。

保育室3歳以上は､準備しておりますが､20名になり次第締め切らせ

ていただきますb名前､年齢､アレルギーなどの特記事項を必ず記入

の上､締め切り日5月18日までに申込ください。申込締め切りは厳守

ください｡実費(500円)当日お支払ください。

お願い受講票を事前に受け取った方は、当日必ず受講票をお持ちく

ださい。

駐車場(100台)ありますb先着順(駐車料金500円)ですb

会場は、土足厳禁ですb上靴をご持参下さい。

どう発見L、
～学童保育の専門性が問われるとき～

"………【講師】浅井春夫(立教大学名誉教授）………･･･

【あさいはるお先生のプロフィール】

1951年8月、京都府南丹市生まれ。日本福祉大学大学院(社会福祉学専攻)を修了。東京の児

童養護施設で12年間、児童指導員として勤務する。家族は、パートナーと子ども(3人)、犬1匹

＆ネコ1匹｡元･立教大学コミュニティ福祉学部教員(2017年3月定年退職)、立教大学名誉教授。

専門分野は､児童福祉論､セクソロジー(人性学)､戦争孤児の戦後史研究､とくに社会福祉政策論、

児童福祉実践論、性教育、子ども虐待、子どもの貧困を重点課題とじている。

【所属学会･研究団体、社会的活動など】

"人間と性"教育研究協議会代表幹事、『季刊SEXUALITY』編集委員、全国保育団体連絡会副会

長、日本思春期学会理事「戦争と福祉｣をみんなで考える会代表呼びかけ人、「戦争孤児たちの

戦後史｣研究会代表運営委員、NPO法人学生支援シエアハウスようこそ理事.事務局長。
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